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平成 23 年 8月 12 日 

各      位 

会 社 名  株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ 

代表者名  代表取締役社長 山口 修司 

（ＪＡＳＤＡＱ  コード ６６３３） 

問合せ先 取締役  管理統括部  部長 

            大野 聡太郎 

（ＴＥＬ. ０３－６８６４－０７７７） 

平成 23 年 12 月期第 2四半期(連結・個別)業績予想との差異に関するお知らせ 

平成 23 年 2 月 14 日に公表しました平成 23 年 12 月期第 2四半期累計期間（平成 23 年 1 月 1日～平成

23 年 6 月 30 日）の業績予想に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

記 

１． 第 2 四半期業績予想との差異（平成 23 年 1 月 1日～平成 23 年 6 月 30 日） 

（１）連結業績予想 

                                          （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回予想（Ａ） １,５９２ ２２ ２２ １ ０円１５銭

今回修正（Ｂ） １,４９６ ６１ ６３ ２５ ２円３２銭

増減額（Ｂ－Ａ） △９６ ３８ ４１ ２４ ―

増 減 率 △６.０％ １６６.５％ １８８.９％ ― ―

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22年 12 月期第２四半期） 
１,４５２ △２３ △４ ６ ０円５４銭

 

(２) 個別業績予想 

                                           （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回予想（Ａ） １,３６５ １１ ８ △５ △０円５３銭

今回修正（Ｂ） １,２７８ ４４ ７１ ４１ ３円７５銭

増減額（Ｂ－Ａ） △８７ ３３ ６３ ４７ ―

増 減 率 △６.４％ ３０１.５％ ７０４.１％ ― ―

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22年 12 月期第２四半期） 
１,２６７ △２２ △９ ４ △０円００銭
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２．差異理由 

 

（１）連結業績 

当第 2 四半期は、特に中小の金型関連業において、震災等による業績悪化懸念から設備投資を先送

り・中止する企業が見られたこと、また金型業界ではプレス金型設計の 2 次元から 3 次元への移行が

想定ほど進まず、3 次元 CAD の需要が低調だったことから、売上高は前回予想を 96 百万円下回りまし

た。利益面では、新製品のソフトウェア資産計上額が当初予想を上回ったこと、および労務費の抑制、

広告出稿の抑制、展示会出展の中止等により広告宣伝費が予想を大きく下回ったことなどから、営業

利益が 38 百万円、経常利益が 41 百万円、四半期純利益が 24 百万円、前回予想をそれぞれ上回りまし

た。 

 

（２）個別業績 

売上高、営業利益については、連結業績と同様の理由であります。経常利益および当期純利益につ

いては、営業利益の増益に加え、子会社からの配当金等により経常利益は 63 百万円、四半期純利益に

ついては 47 百万円、それぞれ前回予想を上回りました。 

 

 

以   上 


